






要約:新生児集中治療施設においては、病床回転の悪化からハイリスク児の管理に関して

種々の管理基準やガイドラインの確立が待たれている。本年度の研究においては、ハイリ

スク児の栄養管理、呼吸循環管理、感染管理、妊娠中薬物服用母体よりの出生児管理、そ

して最近とくに増加しつつある多胎児の管理、の五つの課題について研究を行った。栄養

管理では極小未熟児の出生後の発育曲線と成熟児の栄養法別乳児期発育曲線についての研

究、呼吸循環管理では慢性肺疾患の出生前管理と在宅管理法の研究、感染管理は NICU に

おける MRSA 対策としての手洗い法の研究、薬物服用母体からの出生児管理については向

精神薬と抗てんかん薬の児における逸脱症候群(with-drawal syndrome)の研究、多胎児管

理では多胎児を持つ両親へのアンケート調査を行った。


